
育児休業について



【対象者】

• 満３歳の前日までの子を養育する職員

• 両親同時、また配偶者が無職でも取得可能

• 臨時的任用職員、会計年度任用職員は不可

【承認の請求に係る期間】

• 休業を始めようとする日の１ヶ月前までに

• 期間の変更 １回の延長可能

（特別な事情の場合は再度延長可）



【提出書類 教職員課】

・特例計算報告書

産後休暇（出産後８週間の休暇）終了後、

育休に入る時に日割し、戻入する

・給与日割報告書

特例計算報告書を提出した翌月に提出



【提出書類 共済組合】

・育児休業手当請求書

子が１歳に達するまでの育休中の所得を保障

する給付

(特別な事情に該当するときは最長２歳まで)

・育児休業等掛金免除申出書

育休期間中の掛金免除

・育児休業実績証明書

毎月提出

※詳細は共済ＨＰで確認



・育児休業届

育児休業補助金が、子が１歳になるまで

毎月振り込まれる

育休期間中は一般掛金免除

※退職互助部の掛金は免除にならないため、

納付書で振り込む

【提出書類 互助会】



【提出書類 教職員組合】

・法定外控除関連(育休者)報告書

給与明細から引き落とされている組合費が

免除される



【１０月から新たに追加】



【あると便利】
福井県教職員組合→組合員入口→私たちの権利
→ママとパパの子育てカレンダー
パスワード：Osiego



育児短時間勤務制度
について



【対象者】

• 小学校就学の始期に達するまでの子を養育す
る職員

（臨時的任用職員、会計年度任用職員等を除く）

【承認の請求に係る期間】

• １ヶ月以上１年以下

• 期間の延長を請求することが可能



【勤務の形態】
〈第１号〉
月～金に３時間５５分ずつ（計１９時間３５分）

〈第２号〉
月～金に４時間５５分ずつ（計２４時間３５分）

〈第３号〉
週休日以外の３日に７時間４５分ずつ（計２３時間１５分）

〈第４号〉
週休日以外の３日のうち、２日に７時間４５分ずつ、１日
に３時間５５分（計１９時間２５分）

〈第５号〉
４週間を超えない期間につき１週間当たり２日以上（１週
間当たり１９時間２５分・１９時間３５分・２３時間１５分・
２４時間３５分） （交代制等勤務職員に限る）



例） 福井 花子 教諭

１月１日～ 育休より復帰（フルタイム）

４月１日～ 育短（第２号）

（月～金に１日４時間５５分ずつ）



【出勤簿】

• 押印

⇒ 「育短（２号）」と記入

• 集計欄の空欄に「育短（２号）○○日」と記入
（週休日、休日は含まない）



【学校日誌】

• 休暇欄に「育短 福井教諭」と記入



【学校月報】

• 育休欄に勤務日数を記載

• 備考欄に「育短（２号）」と記載



【年休】

• １日を４時間５５分として計算

例） １日取得 ・・・ 累計 ＋１日

残日数 －１日

３時間を２回取得

・・・ 累計 １日１時間５分



【特休】

• 夏季休暇 ５日

• 子の看護 ５日（小学生までの子１人の場合）

（１日を４時間５５分で計算）



【給与関係】

給料：教育職（二）２－４０ ２６１，０００円

給料月額：

２６１，０００×２４時間３５分/３８時間４５分

＝ １６５，５８０．６・・・

⇒ １６５，５８０円

教職調整額：６，６２３円

地域手当：２，４１０円

教員特別手当：２，０９３円 ※Ｒ２から支給



【期末勤勉手当】

• 期間率が異率となる職員に該当



【３歳未満養育特例制度】

• 復帰時に子どもが３歳未満であれば申請可

• 該当する場合は、

「3歳未満の子を養育する旨の申出書」を提出



【その他】

• 代替措置として、非常勤職員が配置



部分休業

制度について



【対象者】

• 小学校就学の始期に達するまでの子を養育
する職員

• ※臨時的任用職員も可能

（会計年度任用職員等を除く）

【承認の請求に係る期間】

• １ヶ月前までに

• 期間の延長を請求することが可能

• 勤務しない事により公務に支障があると

任命権者が判断した時は、取得ができない



【休業の形態】

・正規の勤務時間の始めまたは終わりに、１日

２時間を超えない範囲で、３０分単位で取得

可能

・子が１歳までは育児時間休暇（特休）との

併用が可能

※部分休業と合わせて２時間

勤務途中の取得は
認められて
いません



【育児時間休暇とは？】

・職員が生後１才未満の乳児を育てる場合

１日２回、１回３０分単位で取得可能

※６０分１回の可能

・父親は、母親と合わせて１時間

ただし、母親が育児休業等、常態として養育

する事ができる場合は、取得できない



例） 福井 花子 教諭

４月１日～

・子が３歳になったため育休より復帰

・復帰後、勤務時間終わりの１５：３０～

１６：３０までの部分休業(１時間)を取得

これから後に紹介する出勤簿、

学校日誌、月報の記入例は

参考としてご覧下さい。

※事例が少ないため、対象校でも

統一されていないため



【出勤簿】

• 通常通り押印のみ

※下記のように部分休業（１ｈ）や備考欄に

部分休業の日数は、記入してもしなくても

どちらでもよい



【学校日誌】

• 休暇欄に「部分休業(１ｈ) 福井教諭」と記入



【学校月報】
• 育休欄に取得時間を記載

（単位は日数のため17時間取得の時は17hと記載）

• 備考欄に「部分休業」と記載



【部分休業の承認取消】
・部分休業は取消可能

→ 職員会議や学習会等で取消

→ 年休取得（無給休暇を有給休暇に）



〈減額対象となるもの〉

・給与

・給与の調整額

・地域手当

・三級加算額

※教職調整額は減額にはなりません

【給与関係】



【給与関係 計算方法①】

給与 教育職（二）２－５６ ２９５，７００円

教職調整額 １１，８２８円

地域手当 ４，３０５円

(給与の月額にかかる部分)

４，１３９円

(給与にかかる部分)

教員特別手当 ４，１００円



【期末勤勉手当】

・期末手当 期間率異率に影響しない

・勤勉手当

部分休業の承認を受けて１日の勤務時間の

一部について勤務しなかった日が３０日を

超える場合は、勤務しなかった期間異率

※ここでの３０日の１日の基準は

部分休業を取得した日＝１日ではなく

部分休業１時間×８＝８時間

１日１５分としてカウントします



結論 ・・・ ９９％勤勉手当異率はないだろう！

〈参考例〉
令和２年１２月２日～６月１日
総勤務日数１２２日

・１時間部分休業の場合

取得時間：１２２時間＝１５日５時間４５分
・１時間３０分休業の場合
取得時間：１８３時間＝２３日４時間４５分
・２時間部分休業の場合
取得時間：２４４時間＝３１日３時間４５分

【期末勤勉手当についての見解】


